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12月定例会

　
議
会
の
定
例
会
は
、
年
４
回
開
催
さ
れ
、
12
月
定
例
会
は
、
平
成
25
年
を
締
め
く
く
る
議
会

で
す
。

　
会
期
は
、
12
月
13
日（
金
）
～
12
月
20
日（
金
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
事
案
は
、『
議
案
12
件
』『
意
見
書
５
件
』『
請
願
書
２
件
』『
陳
情
書
１
件
』で
し
た
。

　
審
議
の
結
果
は
、『
議
案
12
件
・
意
見
書
５
件
』は
可
決
、『
請
願
書
１
件
』は
採
択
、『
請
願

書
１
件
・
陳
情
書
１
件
』は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
10
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
の
内
容
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
配
信
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

　
こ
の
動
画
配
信
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
各
議
員
の
町
政
へ
の
提
案
や
町
政
を
た
だ

す
質
問
に
対
し
、
執
行
部
の
答
弁
も
知
っ
て
頂
き
、
町
政
に
関
心
を
持
っ
て
頂
け
た
ら
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

団体より提出された相反する請願書

と陳情書を総務常任委員会で審議し、

結果は継続審査でした。

本会議でも　継続審査
　　　　　　　　　　となりました。

推進の立場
国旗は国家の象徴であり、そ

の掲揚は国の主権と独立を表

明するもの。

反対の立場
『日の丸』の問題は、太平洋戦

争でアジア諸国に対する侵略

の旗印となったことにある。

アジア諸国から侵略の象徴と

捉えられる『日の丸』の掲揚は

慎むべき。

議場内に

“国旗掲揚の問題”
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議案名

監
査
委
員
の
選
任
同
意

情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正

学
童
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
企
業
職
員
の
給
与

の
種
類
お
よ
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
全
部

を
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
会
計
資
本
剰
余
金
の
処

分
に
つ
い
て

○⇒賛成　●⇒反対

ー⇒退席　欠⇒欠席

議案番号 70号 71号 72号 73号 74号 75号 76号 77号 78号 79号 80号 81号

所　属
委員会

採決結果 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

（賛成/反対） 13/1 14/0 14/0 14/0 14/0 14/0 14/0 14/0 14/0 14/0 14/0 14/0

付託委員会 総務 総務 総務 建設 建設 建設 建設 厚生 厚生 厚生 厚生 建設

総　務

山𦚰　秀隆 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小池　弘基 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊藤　正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本田　芳枝 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川口　晃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建　設

長　義晴 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

八尋　源治 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

太田　健策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安河内　勇臣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚　生

因　辰美 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

久我　純治 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田川　正治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福永　善之 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

木村　優子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

進藤　啓一 議長は、採決に加わりません。

12月定例会における、主な議案に対する

各議員の賛否結果一覧

☆議案名については、解りやすい文言に置き換えています。
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議員・各種団体より提出された意見書
【継続審査となったものは、引き続き粕屋町議会で審査を継続します】

件　　名
提出者名

議員・各種団体
提出先 付託委員会

結　　果

委員会 本会議

容器包装リサイクル法を改正し、
発生抑制と再利用を促進するため
の法律の制定を求める意見書

容器包装の3Rを
進める全国ネット

ワーク事務局
（東京都千代田区）

国 建　設 可　決 可　決

内
容

容器包装の拡大生産者責任を強化し、リサイクルの社会的コストを低減するため、分別収集・
選別保管の費用について製品価格への内部化を進めること、レジ袋使用量を大幅に削減する
ため、有料化などの法制化について検討を進めること等を求める。

消費税増税に伴い、
食料品に対する軽減税率の導入を
求める意見書

久我　純治
福永　善之

（粕屋町議会議員）
国 総　務 可　決 可　決

内
容

低所得者や年金生活者など、消費税率が上がるほど、収入に対する食料品の割合が高くなる「逆
進性」の問題がある。政府には、毎日必要とされる食料品に軽減税率とする政策を求める。

介護保険制度における
新たな地域支援事業の導入に係り、
配慮を求める意見書

山𦚰　秀隆
木村　優子

（粕屋町議会議員）
国 厚　生

可　決
賛成： 3
反対： 1

可　決

内
容

第6期介護保険事業計画において、今回の改革案は市町村の力量を問われる内容となってい
る。急激な制度変更は、大きな混乱を生じるので、十分な配慮を求める。

国民の「知る権利」を侵害する
「特定秘密保護法」の撤廃を
求める意見書

田川　正治
川口　　晃

（粕屋町議会議員）
国 総　務 継続審査 継続審査

審
議
内
容

憲法で保証された「国民の知る権利」を抑制する法律であるから撤廃する意見書には賛成だと
いう意見と、今の国際情勢の中で国の外交、防衛の秘密が漏洩する事は国益に反する事になり、
この意見書には反対するという意見もあり、慎重審議していく事で継続審査になった。

解説・・・・地方公共団体の公益に関することに関して、議会の意思を意
見としてまとめた文書のことだよ。
　地方自治法第99条には、「普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公
共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又は関係行政庁に提出する
ことができる」と規定されており、具体的には、議員が発案して本会議に
はかり、議長名で関係機関に提出するんだね。

意見書って、
な～んだ！
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住民より提出された請願書・陳情書
【継続審査となったものは、引き続き粕屋町議会で審査を継続します】

件　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会
結　　果

委員会 本会議

新聞への軽減税率の
適用を求める請願書

読売センター粕屋
西日本新聞エリアセンター

長者原
毎日新聞粕屋センター

（新聞販売店主　3名連名）

木村優子 総　務 採　択 採　択

内
容

近年、活字離れが進むなかで、書籍とともに新聞の購読率は低下傾向にあり、次の世代の知
的水準へ深刻な影響を及ぼすものと懸念される。また新聞は生活の一部となっており、今回
の増税により、新聞離れが加速されることも懸念される。

件　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会
結　　果

委員会 本会議

本会議場での

国旗「日の丸」掲揚に

反対を求める請願書

部落解放同盟表粕屋協議会

会長　杉本　保彦

粕屋地区人権運動連合会

会長　川口　學

田川正治

川口　晃

総　務 継続審査 継続審査

審
議
内
容

国旗（日の丸）掲揚は太平洋戦争でアジア侵略の象徴的役割を果した。又国民の平和・平等・

生活向上を求める運動を弾圧する旗印の役割も果した。「国旗および地方自治体旗の掲揚に関

する」意見書も出されており、今後も慎重に審議していく事で、継続審査となった。

件　　名 提　出　者 付託委員会
結　　果

委員会 本会議

本会議場での
国旗及び地方自治体旗の
掲揚を求める陳情書

日本会議　福岡
理事長　山本　泰蔵

総　務

継続審査 継続審査

（9月議会でも継続審
査となった案件）

審
議
内
容

国旗は日本国の象徴であり、地方自治体旗は自治体の象徴です。議場正面に掲げられた国旗お
よび自治体旗に対して敬意を表する旨の陳情があった。国旗掲揚に反対する請願も提出されて
おり、今後慎重に審議していく事で、継続審査となった。

解説・・・・住民のみなさんが国、県または町に対する意見や要望を
議会に提出できる制度で、一定の要件を満たし受理された請願・陳情
は、議会において審議され、議会の意思によって実現・解決を図るよ
うにさせるものだよ。　
　請願と陳情の違いは、議員の紹介の「ある（請願）」「なし（陳情）」で
区分されるよ。

請願書って、
陳情書って、
な〜んだ！
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　中央小学校校区では急激に生徒が増え、臨時的に空き教室などを利用して対応し

ていましたが、各教室が３か所分散した事もあり非常に不便でした。

　今回、それを一ヶ所にまとめ、中央小学校南西隅に新たに建設することになり、

国産の木材を利用すると国の補助が得られる事もあり、木造建築（２階建て４教室）

となりました。

　内からの水分は外に透過する

が、外からの水分は入り込まない

防水シートが使われるなど新工法

が採用されています。

　定員は160名です。小学校４校

すべてに学童保育施設が完成しま

した。待機していた子供たちの解

消につながるものと期待されてい

ます。

総務常任委員会

建設常任委員会

中央小学校『学童保育所』建設　（平成26年４月開所）各
委
員
会
の

建設中の中央小学校 学童保育所

平成26年8月1日から

事業系ごみの処分が有料（指定袋制）になります。
　平成25年12月に「粕屋町廃棄物の減量及び適正処理に関する条例」が制定され、
粕屋町の収集運搬許可業者が収集する事業系ごみ（商店や事務所、工場等すべての
事業活動に伴って排出される一般廃棄物）については、指定ごみ袋による排出が義
務づけられることになりました。

指定の事業所用ごみ袋で排出してください。
45リットル　1枚　  65円
70リットル　1枚　100円

　須恵町外二ヶ町清掃施設組合（クリンパークわかすぎ）へ直接搬入の際は、指定ご
み袋に入れる必要はありません。
●�事業者の皆さまにご負担いただく費用は、許可業者がごみの収集運搬に要する料
金と、ごみ処分手数料の合計金額になります。

（現行）

ごみ処分手数料
（粕屋町　負担）

収集運搬費
（事業所　負担）

収集運搬許可業者に支払う
収集運搬料金のみ

（平成26年8月1日以降）

ごみ処分手数料
指定ごみ袋代

（事業所　一部負担）新設

収集運搬費
（事業所　負担）

収集運搬許可業者に支払う
収集運搬料金のみ

➡
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　安河内 利明議員が、11月16日逝去されました。

　安河内議員は、昭和60年４月、町議会議員に初当選され、

以来28年約７か月にわたり議会議員としてご活躍されました。

　８期目の途中であり、その間、副議長、建設常任委員会

委員長、議会運営委員会委員長などを歴任され、町政の発

展に大きく寄与されました。

　ここに謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げ

ます。

安河内 利明議員　逝去される

主な報告事項

　子ども・子育て会議

説 明

・�委員16名で構成、メンバー

が決まりました。

・�11月12日に第１回子ども・

子育て会議が開催されまし

た。

・�11月25日、ニーズ調査票

発送（アンケート調査）。小

学生及び未就学児の保護者、各２千名ずつ。

意 見

・委員の構成はどのようになされたのか？

　実際に子育てをされている保護者をもっとメンバーに入れるべき。

厚生常任委員会

主
な
報
告

　

安
河
内
利
明
議
員
が
逝
去
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
現
在
、
粕
屋
町
議
会
議
員
が
１
名
欠

員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
す
ぐ
に
補
欠
選
挙
が
執
行
さ

れ
る
訳
で
は
な
く
、
公
職
選
挙
法
第
１
１
３

条
第
３
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
一
の

地
方
公
共
団
体
の
他
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
時

に
、
補
欠
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
平
成
27
年
10
月
に
執
行
さ

れ
る
予
定
の
粕
屋
町
長
選
挙
の
際
に
同
時
に

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
公
職
選
挙
法
第
１
１
３
条
第

１
項
第
６
号
の
規
定
に
よ
り
、
議
員
定
数
の

６
分
の
１
を
超
え
る
不
足（
粕
屋
町
議
会
の
定

数
は
現
在
16
名
で
す
の
で
、
３
名
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
）が
生
じ
た
場
合
は
、
粕
屋
町

選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
の
期
日
を
告
示
し
、

直
ち
に
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ミ
ニ
知
識

補
欠
選
挙
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○期日・旅費

平成25年７月29日〜 30日

８名（634,880円）

○目　的

・避難受け入れ先としての役割について

・被災地視察

○視察地

＊福島県二本松市

　東日本大震災後、浪江町3300人及び南相馬市1000人からの避難者を受け入れた。

＊福島県相馬市、南相馬市ほか

　津波被災地を目の当たりにする。

○議会活動にどう活かすか

玄海原発に事故が発生した際の避難者受け入れ態勢に活かす。

○期日・旅費

平成25年10月22日〜 23日

６名（488,480円）

○目　的

水処理施設について

○視察地

＊島根県雲南市

　雲南市水道局　三刀屋浄水場ほか２か所を見学し、主に膜ろ過装置を学ぶ。

＊島根県出雲市

　斐
ひ

川
かわ

宍
しん

道
じ

水道企業団　出西水源池を見学し、主に紫外線照射装置を学ぶ。

○議会活動にどう活かすか

老朽化している町水道施設の参考にする。

総務常任委員会

建設常任委員会

　

　

各
委
員
会
の
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○期日・旅費

平成25年９月30日〜 10月１日
７名（406,360円）

○目　的

改選により、議会広報編集特別委員会委員のほと
んどが替わったため、委員の知識の向上を図る。

○研修場所

＊東京都千代田区「シェーンバッハ・サボー」
　�第79回町村議会広報研修会に参加し、伝わる文章の書き方、レイアウト、写真撮影な
どについて２日間講義を受けた。

○議会活動にどう活かすか

分かりやすく、町民の皆さまに親しまれる「議会だより」づくり

議会広報編集特別委員会

○期日・旅費

平成25年11月14日〜 15日
８名（489,140円）

○目　的

議会運営と議会活性化の取り組みについて

○視察地

＊兵庫県小野市　　＊山口県周南市

○議会活動にどう活かすか

　町民の負託に応えるべく、議会改革に役立てていきたい。

議会運営委員会

　

○期日・旅費

平成25年８月21日〜 22日
７名（501,500円）

○目　的

富山型介護予防事業について

○視察地

＊富山県厚生企画課
　富山型デイサービス事業が全国に広がっている。
＊グループホーム「しおんの家」（富山市）
　地域の中で、自然に、自由に暮らしていただきたい思いで小規模多機能施設に。
＊デイサービス「このゆびとーまれ」（富山市）
　�富山型デイサービスの生みの親。その人らしい生活が出来ているか、幸せな人生といえ
るかなどを常に気をつけている。

○議会活動にどう活かすか

　今後の粕屋町の福祉計画に活かします。

厚生常任委員会

　

　

　
　
視
察
報
告
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③
介
護
福
祉
課

　

�

ア�

介
護
保
険
不
納
欠
損
処
理

　
　

２
３
０
０
万
円

　

平
成
25
年
度
事
業

　

イ�

障
が
い
者
福
祉

　
　

・�

ケ
ア
ホ
ー
ム『
コ
ス
モ
ス
』の
開
設

　
　
　
（
江
辻
）

　
　

・
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業『
宝
満
』

　
　
　

�

の
開
設

第
２
回 

議
会
報
告
会

　
粕
屋
町
議
会
報
告
会
を
11
月
８
日（
金
）午
後
７
時
よ
り
、
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
多

目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
約
１
２
０
名
の
参
加
者
で
、

質
問
者
も
多
数
あ
り
、
活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
、
終
了
時
間
を
30
分
程
超
過
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度

決
算
報
告

総
務
常
任
委
員
会

（
報
告
者　

小
池
弘
基
副
委
員
長
）

平
成
24
年
度
決
算
報
告

　

歳
入　

１
２
８
億
６
０
７
４
万
円

　

歳
出　

１
２
１
億
１
９
５
８
万
円

平
成
24
年
度
の
主
な
審
議
事
項

①�

土
地
開
発
公
社
へ
の
４
億
９
５
３
万
円
の

補
助
金
支
出

②
西
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事

　

６
５
５
５
万
円

③
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事
業

④
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
事
業

建
設
常
任
委
員
会

（
報
告
者　

長
義
晴
委
員
長
）

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
出
中
の
関
係
課
の

総
額

　

都
市
整
備
課　

５
億
７
４
７
万
円

　

環
境
生
活
課　

11
億
６
７
２
８
万
円

　

地
域
振
興
課　

１
億
２
７
９
５
万
円

平
成
24
年
度
の
主
な
事
業

①
阿
恵
大
池
公
園
整
備
事
業

　

６
４
６
４
万
円

②�

長
者
原
周
辺
の
雨
水
事
業

　

１
億
３
６
７
８
万
円

③�

住
居
表
示
整
備
事
業（
甲
仲
原
区
域
）

　
　

７
０
３
万
円

④
駕
与
丁
管
理
事
業

　

ア�

駕
与
丁
公
園
管
理
委
託
料

　
　

３
６
８
９
万
円

　

イ�

駕
与
丁
公
園
維
持
管
理
工
事
費

　
　

２
８
０
１
万
円

⑤
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

　

ア�

区
画
線
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
設
置
・
補

修

　
　

３
１
４
６
万
円

　

イ�

各
小
学
校
危
険
箇
所
交
通
対
策

　
　

２
６
３
９
万
円

厚
生
常
任
委
員
会

（
報
告
者　

久
我
純
治
副
委
員
長
）

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
出
住
民
福
祉
部
４
課

　

総
額　

45
億
３
９
２
８
万
円（
37
・
５
％
）

平
成
24
年
度
の
主
な
事
業

①
総
合
窓
口　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
事
業

　

�
窓
口
業
務
の
時
間
短
縮

②
国
民
健
康
保
険

　

�

平
成
24
年
度
累
積
赤
字
２
億
３
１
１
８
万

円（
単
年
度
２
５
６
２
万
円
）

　

�

国
民
健
康
保
険
税
の
不
納
欠
損

　

約
３
３
０
０
万
円

　

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

参加者
120名の内訳

町　内　　行政区別
大 隈 ８
上 大 隈 ５
江 辻 １
戸 原 10
長 戸 ５
多 の 津 ５
内 橋 １ ８
内 橋 ２ ２
内 橋 ３ １
長 者 原 ５
長 者 原 上 ２
長 者 原 中 ２
長 者 原 下 ４
朝 日 ５
酒 殿 ２
甲 仲 原 ８
駕 与 丁 ３
乙 仲 原 東 ４
乙 仲 原 西 ０
花 ヶ 浦 ４
若 宮 ３
原 町 ３
阿 恵 ３
柚 須 ６
無 記 入 ４
職 員 15
町 外 ２

第２回議会報告会
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平
成
25
年
度

補
正
予
算

総
務
常
任
委
員
会

平
成
25
年
度
補
正
予
算
歳
入
・
歳
出
に
つ
い
て

　

歳
入　

�

５
億
３
１
５
７
万
円

　
　
　
　
（
昨
年
度
比
＋
１
億
５
０
６
８
万
円
）

　
　
　
　

�

総
額
と
し
て

１
２
１
億
４
９
５
７
万
円
と
な
っ
た

補
正
予
算
審
議
の
中
で
主
な
も
の

①�

土
地
開
発
公
社
へ
の
２
億
円（
総
額
２
億

　

７
０
８
万
円
）の
補
助
金
に
関
し
て

　

�

反
対
意
見
有
り
…
９
月
議
会
だ
よ
り
３

ペ
ー
ジ

②�

南
部
消
防
組
合
出
張
所
建
設
準
備
の
補
助

金
６
１
９
万
円

③�

小
学
校
の
空
調
機
設
置
・
大
川
小
校
舎
増

築
の
設
計
委
託
額
１
２
４
５
万
円

④�

粕
屋
町
消
防
訓
練
所
建
設
事
業
の
補
正
額

１
７
０
０
万
円

　

�

反
対
意
見
有
り
…
９
月
議
会
だ
よ
り
３

ペ
ー
ジ

建
設
常
任
委
員
会

平
成
25
年
度
の
主
な
事
業

①
県
道
35
号
線（
筑
紫
野
︱
古
賀
線
）

　

�

大
谷
川
付
替
え
工
事
負
担
金
の
補
正
額

　

６
０
０
万
円

②�

地
域
生
活
空
間
促
進
事
業（
酒
殿
駅
周
辺

地
区
区
画
整
理
事
業
調
査
等
委
託
料
）

７
１
５
万
円

③�

酒
殿
古
の
浦
池
水
門
ゲ
ー
ト
取
替
工
事
費

　

４
６
０
万
円

企
業
会
計

①
水
道
事
業
会
計

　

平
成
24
年
度
決
算　

７
億
７
９
１
７
万
円

　

剰
余
金　

１
億
３
５
８
万
円

　

平
成
25
年
度
予
算　

９
億
３
８
５
万
円

②
下
水
道
事
業
会
計

　

平
成
24
年
度
決
算　

10
億
２
０
１
６
万
円

　

繰
越
未
処
理
欠
損
金　

１
８
０
１
万
円

　

平
成
25
年
度
予
算　

10
億
８
４
０
万
円

厚
生
常
任
委
員
会

平
成
25
年
度
の
補
正
予
算

　

介
護
保
険（
介
護
保
険
勘
定
）

　
　

18
億
３
１
２
１
万
円

　
　
（
補
正
４
９
４
２
万
円
）

　

後
期
高
齢
者
事
業　

４
億
２
３
８
７
万
円

　
　
（
補
正
２
２
３
６
万
円
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　

41
億
８
６
５
７
万
円

　
　
（
補
正 

△
１
億
３
６
０
万
円
）

①
子
ど
も
未
来
課

　

ア
保
育
施
設
整
備
事
業

　
　

１
億
２
２
７
０
万
円

　
　

�『
は
こ
ぶ
ね
幼
稚
園
』に
保
育
園
設
置

（
定
員
80
名
）

　
　

�『
定
員
１
２
０
名
以
上
の
保
育
園
設
置
』

公
募
中

　

イ�

平
成
25
年
度『
青
葉
は
る
ま
ち
保
育
園
』

（
定
員
１
２
０
名
）を
開
設
し
た

　

�

そ
の
後
、
平
成
25
年
９
月
現
在
の
待
機
児

童
60
名

②
健
康
づ
く
り
課

　

ア
国
保
特
定
検
診
の
向
上

　

イ�

風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種（
Ｈ
25
．
８
．
１
〜

　
　

�

Ｈ
26
．
３
．
31
）補
正
額
５
０
０
万
円

補
助
上
限
５
０
０
０
円

各
特
別
委
員
会
報
告

国
鉄
志
免
炭
鉱
ボ
タ
山
開
発
特
別
委
員
会

（
報
告
者　

本
田
芳
枝
委
員
長
）

サ
ブ
タ
イ
ト
ル『�

志
免
町
・
須
恵
町
・
粕
屋

町
の
３
町
の
新
し
い
流
れ
』

　

標
高　

80
〜
90
ｍ　

徒
歩
登
山
で
約
15
分

　

頂
上
は
円
形
で
直
径
３
〜
４
ｍ

３
町
で『
国
鉄
志
免
炭
鉱
ボ
タ
山
開
発
推
進

委
員
会
』を
設
置
　
４
つ
の
事
業
し
て
い
る

①
粕
屋
町　

粗
大
・
不
燃
資
源
物
処
理

②�

須
恵
町　

粗
大
ご
み
選
別
処
理
施
設

③�

須
恵
町
外
２
ヶ
町
清
掃
施
設
組
合
し
尿
処

理
施
設『
酒
水
苑
』

④�

株
式
会
社
Ｓ
Ｎ
Ｃ
の
倉
庫
・
作
業
所

　

�

年
間
１
０
０
０
万
円
程
度
収
入
…
３
町
で

分
け
て
い
る

ボ
タ
山
の
開
発

　

現
在
は
、
現
状
を
生
か
し
た『
自
然
活
用

型
公
園
整
備
事
業
』の
方
向
で
進
ん
で
い
る
。

登
山
道
を
整
備
、
展
望
台
の
整
備
、
ベ
ン
チ
・

表
示
板
・
棚
等
の
整
備
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
１
５
０
万
円
で
委
託
し
、
策
定

す
る
予
定

交
通
対
策
お
よ
び
九
州
大
学
農
場

跡
地
対
策
特
別
委
員
会

（
報
告
者　

小
池
弘
基
委
員
長
）

交
通
対
策　

県
事
業
３
ヶ
所

①
千
代
︱
粕
屋
線（
県
道
６
０
７
号
線
）

　

�

会
町
信
号
︱
扇
橋
交
差
点
Ｊ
Ｒ
篠
栗
線
下

迄
の
工
事

　

延
長
１
７
６
０
ｍ
・
幅
員
32
ｍ

　

平
成
25
年
度
迄
に
完
成

②�

井
尻
︱
粕
屋
線（
福
岡
東
環
状
線
道
路
建

設
工
事
）

　

扇
橋
か
ら
内
橋
５
差
路
経
由
、
広
田
交
差

点
迄

　

�

延
長
１
７
０
０
ｍ
・
幅
員
32
ｍ

　

�

工
事
期
間　

平
成
21
年
︱
平
成
30
年

　

�

福
岡
県
事
業
で
１
０
０
％
県
予
算

③�

筑
紫
野
︱
古
賀
バ
イ
パ
ス
建
設
工
事

開発が待たれる志免炭鉱ボタ山
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�

大
隈
歩
道
交
差
点
か
ら
新
大
間
池
経
由
須

恵
町
平
原
迄

　

�

延
長
１
３
２
０
ｍ
・
幅
員
一
般
道
路
25
ｍ

　

高
架
橋
の
所
で
15
ｍ

　

工
事
期
間　

平
成
16
年 

︱ 

平
成
29
年

九
大
農
場
跡
地
対
策

　

九
州
大
学
原
町
農
場
は
平
成
31
年
度
ま
で

に
福
岡
市
西
区
元
岡
に
移
転
す
る

　

平
成
18
年
度
に
職
員
に
よ
る『
九
州
大
学

跡
地
検
討
委
員
会
』を
設
置
し
、
平
成
21
年

度
に
粕
屋
町
総
合
計
画
に
織
り
込
み
、
平
成

24
年
度
よ
り
２
ヶ
月
に
一
回
、
両
者
の
勉
強

会
を
し
て
い
る

①
平
成
25
年
度
よ
り
文
化
財
の
発
掘

　

�

現
在
、
試
掘
中
に
遺
跡（
柱
跡
等
）発
見
、

年
代
測
定
中

②�

平
成
28
年
度
に
は
土
地
区
画
整
理
事
業
の

認
可
申
請
の
予
定

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の
進
捗

に
つ
い
て

（
報
告
者　

田
川
正
治
厚
生
常
任
委
員
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

　

昭
和
58
年
に
建
設
さ
れ
30
年
を
経
て
老
朽

化
し
た
調
理
場
は
高
温
多
湿
で
、
食
中
毒
が

発
生
し
易
い
環
境
・
ま
た
、
体
調
不
良
を
訴

え
る
職
員
も
出
た

平
成
９
年　

�

文
部
省
よ
り
ド
ラ
イ
方
式
に
変

更
の
指
導

平
成
10
年　

�

粕
屋
保
健
事
務
所
か
ら
施
設
改

善
指
導

平
成
18
年　

町
の
行
政
改
革
大
綱
作
成

　

給
食
調
理
場
運
搬
業
務
の
民
営
化
…
委
託

業
者
決
ま
ら
ず

①�『
平
成
22
年
学
校
給
食
共
同
調
理
場
検
討

委
員
会
』を
設
置
、
一
年
間
で
８
回
、
開

催
さ
れ
た
。
保
護
者
代
表
は
粕
屋
中
・
大

川
小
・
仲
原
小
の
３
名
。
検
討
委
員
会
の

内
容
は
非
公
開
。

②�

検
討
委
員
会
の
中
で
は
直
営
を
望
む
意
見

も
あ
っ
た
が「
自
校
方
式
が
望
ま
し
い
が
、

セ
ン
タ
ー
方
式
で
整
備
し
て
い
く
事
が
現

実
的
。
民
間
委
託
も
時
の
流
れ
」と
答
申

さ
れ
た
。

③�

平
成
24
年　

学
校
給
食
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入

可
能
性
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
よ
り
、『
Ｖ
Ｆ
Ｍ
５
億
８
０
０
０
万

円
の
効
果
が
あ
る
』と
調
査
結
果
が
提
出

さ
れ
た
。

④
平
成
25
年
３
月
議
会

　

�

Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
料
詳
細
設
計
に
関

す
る
業
務
委
託
の
予
算
を『
予
算
執
行
に

つ
い
て
は
町
か
ら
出
さ
れ
た
資
料
や
説
明

が
不
十
分
で
あ
る
。
予
算
執
行
は
再
度
、

議
会
で
説
明
や
資
料
提
供
な
ど
を
行
い
承

認
を
得
る
事
』と
い
う
附
帯
決
議
を
付
け

て
可
決
し
た
。

⑤�

平
成
25
年
４
月　

新
人
議
員
５
人
が
当
選

し
た

⑥
９
月
議
会
全
員
協
議
会
で
出
さ
れ
た
意
見

　

ア�

全
国
的
に
も
当
初
見
込
み
通
り
に
い
か

ず
、
破
綻
し
た
の
も
有
る
。
公
設
・
公

営
で
建
設
す
べ
き
で
は
な
い
か

　

イ�

現
在
関
わ
っ
て
い
る
職
員
が
退
職
し
た

後
、
17
年
間
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
責
任
持
て
る

の
か
。

　

ウ�

土
地
開
発
公
社
の
借
金
返
済
に
一
昨
年

４
億
円
・
昨
年
２
億
円
つ
ぎ
込
む
財
政

運
営
を
改
め
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え
に

予
算
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑦
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

来
年
３
月
議
会
で
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
事
業

を
開
始
す
る
た
め
の
議
決
が
必
要
に
な
る
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
採
用
す
る
と
町
が
借
金
を

し
て
17
年
間
借
金
支
払
い（
年
間
４
億
円
程

度
）を
続
け
る
事
に
な
り
、
…
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
で
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
・
運
営

が
町
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
の
使
い
方
に
問
題

は
無
い
の
か
。
議
会
の
責
任
と
役
割
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

拡幅中の千代〜粕屋線遺跡が発見された九大農場

手狭になった学校給食センター
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お
詫
び
と
訂
正

　
「
議
会
だ
よ
り
９
月
議
会
号（
No.
１
３
０
）」に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

▽
Ｐ
４
　
１
段
目
　
４
行
目
　

　

誤　

支
出
済
額　

４
億
９
５
６
万
円

　

正　

支
出
済
額　

４
億
９
５
３
万
円

▽
Ｐ
４
　
１
段
目
　

12
行
目
　

　

誤　

�

②
土
地
開
発
公
社
へ
の
簿
価
割
れ
に
対
す
る

２
億
円
の
無
計
画
な
繰
り
出
し
金
。

　

正　

�

Ｐ
５　

１
段
目　

18
行
目
の
後
に
、
④
と
し
て

挿
入（
移
動
）

▽
Ｐ
４
　
１
段
目
　

17
行
目
　

　

誤　

�

粕
屋
町
の
小
中
学
校
す
べ
て
の
耐
震
補
強
工

事
は
、
…
…

　

正　

�

粕
屋
町
の
小
中
学
校
す
べ
て
の
躯
体
の
耐
震

補
強
工
事
は
、
…
…

▽
Ｐ
５
　
１
段
目
　

19
行
目

　

誤　

○
南
部
消
防
組
合
出
張
所
建
設
費

　

正　

○
南
部
消
防
組
合
負
担
金

▽
Ｐ
５
　
１
段
目
　

22
行
目

　

誤　

�

粕
屋
南
部
消
防
組
合
出
張
所
を
福
岡
外
環
状

線
の
扇
橋
付
近
に
建
設
さ
れ
ま
す
。

　

正　

�

消
防
力
強
化
の
た
め
、
粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防

本
部
出
張
所
の
整
備
計
画
が
進
み
始
め
ま
す
。

▽
Ｐ
５
　
２
段
目
　
１
行
目

　

誤　

○
町
消
防
訓
練
場
建
設
費

　

正　

○
町
消
防
訓
練
場
造
成
工
事
費

▽
Ｐ
５
　
２
段
目
　
７
行
目

　

誤　

土
地
開
発
公
社
所
有
の
土
地
を
…
…

　

正　

こ
の
文
章
の
前
に
、
議
員
か
ら
の
意
見 

を
挿
入

▽
Ｐ
５
　
２
段
目
　

11
行
目

　

誤　

補
正
額　

１
，
２
４
５
万
円

　

正　

補
正
額　

４
２
０
万
円

▽
Ｐ
５
　
３
段
目
　
２
行
目

　

誤　

補
正
額　

１
，
２
４
５
万
円

　

正　

補
正
額　

８
２
５
万
円

▽
Ｐ
５
　
３
段
目
　
３
行
目

　

誤　

総
額　

３
，
０
０
０
万
円

　

正　

総
額　

３
，
０
０
３
万
円

▽
Ｐ
６
　
１
段
目
　

16
行
目

　

誤　

支
出
済
額　

７
０
３
万
円

　

正　

�

支
出
済
額　

７
０
３
万
円 （
委
託
分
の
み
）

▽
Ｐ
６
　
３
段
目
　

12
行
目

　

誤　

総
事
業
費　

７
１
５
万
円

　

正　

削
除

▽
Ｐ
６
　
３
段
目
　

15
行
目

　

誤　

�

酒
殿
駅
周
辺
地
区
区
画
整
理
事
業（
対
象
面
積

９
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
）調
査
等
委
託
業
務

　

正　

こ
の
文
章
の
後
に
、（
平
成
26
年
度
継
続
事
業
）

　
　
　

を
挿
入

▽
Ｐ
７
　
３
段
目
　

13
行
目

　

誤　

�

※
適
正
に
処
理
を
す
る
よ
う
、
県
か
ら
の
指

導
が
あ
り
、
今
回
不
納
欠
損
処
理
を
行
い
ま

し
た
。

　

正　

削
除

▽
Ｐ
８
　
２
段
目
　
４
行
目

　

誤　

補
正
額　

１
億
３
６
０
万
円

　

正　

補
正
額　

△
１
億
３
６
０
万
円

▽
Ｐ
９
　�

２
段
目
　
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
意
見
書

表
中
、
結
果
　
委
員
会

　

誤　

賛
成
：
５
・
反
対
０

　

正　

全
員
賛
成

▽
Ｐ
９
　�

３
段
目
　
住
民
よ
り
提
出
さ
れ
た
請
願
書

表
中
、
結
果
　
委
員
会

　

誤　

賛
成
：
５
・
反
対
０

　

正　

全
員
賛
成
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10
月
25
日
の
給

食
で
「
す
き
焼

き
」
が
ス
ラ
イ
サ
ー
の
刃

こ
ぼ
れ
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
。

　

３
年
前
も
同
じ
よ
う
な

事
故
が
起
き
た
。

　

前
回
は
ボ
ル
ト
が
外

れ
、
今
回
は
ス
ラ
イ
サ
ー

の
刃
こ
ぼ
れ
。

　

給
食
の
安
心
、
安
全
の

た
め
の
備
品
の
チ
ェ
ッ

ク
、
職
員
体
制
が
問
題
で

は
な
い
か
。対

応
の
仕
方
と

し
て
は
被
害
を

少
な
く
す
る
た
め
に
学
校

別
、
食
材
別
に
切
っ
た
後

に
点
検
す
る
と
い
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

実
は
22
年
３
月

の
一
般
質
問
で

も
、
ね
じ
の
点
検
だ
け

ン
タ
ー
長
の
報
告
を
聞
い

た
上
で
の
答
弁
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

　

ス
ラ
イ
サ
ー
は
１
台
だ

け
の
作
動
。

　

し
か
も
調
理
員
が
３
年

前
に
比
べ
３
名
減
。
職
員

の
手
が
足
り
な
か
っ
た
こ

と
も
原
因
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
。

臨
時
職
員
の

数
を
献
立
に

よ
り
増
減
し
て
調
整
し
て

い
ま
す
。

で
な
く
食
材
別
に
チ
ェ

ッ
ク
す
る
と
答
え
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

３
年
後
の
現
在
そ
れ
が

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
２
台
あ
る
は
ず

の
ス
ラ
イ
サ
ー
が
１
台
し

か
作
動
し
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
は
。

１
台
で
十
分
間

に
合
う
と
い
う

こ
と
で
す
。何

を
根
拠

に
。

給
食
セ
ン

タ
ー
長
か

ら
そ
の
よ
う
に
聞
い

て
い
ま
す
。現

場
で
確

か
め
ら
れ

た
の
で
は
な
く
、
セ

本田　芳枝 議員

ま
た
起
き
た
、
給
食
の
異
物
混
入
事
故

大
塚
・
教
育
長
／
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法
を
変
え
ま
し
た

本
田

本
田

本
田

本
田

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

70歳お祝金突然の廃止、説明不十分
水上・住民福祉部長／もっとしっかりアピールします

10ミリスライサーの刃の欠損部分
（幅約3cm、厚さ2 〜 3ミリ）

　

住
民
福
祉
部
内
で
連
携

を
図
り
、周
知
に
努
め
ま

し
た
が
、反
省
す
べ
き
点

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

６
月
の
広
報
で
、新
事

業
の
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
案
内
の
時
に
、

敬
老
祝
支
給
金
の
見
直
し

で
廃
止
に
な
っ
た
こ
と
を

掲
載
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
元
気

な
高
齢
者
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
70
歳
の

方
へ
お
祝
い
金
１
万
円
の

配
布
が
中
止
に
な
っ
て
い

る
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
こ
と
が

対
象
者
、ま
た
、そ
の
配
布

を
担
っ
て
い
る
人
に
も
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

周
知
の
方
法
を
も
う
少

し
考
え
る
べ
き
で
は
。

本
田

住
民
福
祉
部
長

・�

根
本
か
ら
見
直

す
べ
き
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
て
替
え

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
活
性
化
の
た
め

に

その他の質問
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学
校
給
食
の

民
間
委
託
は

20
％
で
あ
り
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
は
1.9
％
の
自
治
体
で

す
。

　

来
年
９
月
供
用
開
始

の
５
自
治
体
を
入
れ
て

も
34
自
治
体
で
、町
で
の

実
施
は
、四
国
の
宇
多
津

町
だ
け
で
１
自
治
体
、九

州
・
沖
縄
で
は
久
留
米
市

と
伊
万
里
市
だ
け
で
す
。

　

２
年
前
は
28
自
治
体

給食のPFI導入は全国で1つの町だけ
大塚・教育長／糟屋地区の他市町はすべて民間委託です

で
、そ
の
後
１
自
治
体
し

か
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

保
護
者
説
明
会
や
議

会
へ
の
説
明
で
も
、民
間

委
託
は
時
代
の
流
れ
と

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

む
し
ろ
、都
市
部
で
子
供

が
増
え
て
い
る
自
治
体

は
自
校
方
式
の
給
食
に

戻
し
て
い
る
。

　

時
代
に
逆
行
し
て
い

る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
断
念

す
べ
き
で
す
。

田
川

調
理
現
場
の
二

次
下
請
け
の
会

社
に
対
し
、現
場
で
直
接
、

指
示
す
る
と
偽
装
請
負
で

違
法
に
な
る
の
で
、味
付

け
や
食
中
毒
、異
物
混
入
、

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
が
問
題

に
な
っ
た
時
に
疑
惑
が
生

ま
れ
、ま
た
、町
が
食
材
を

購
入
し
て
調
理
会
社
に
調

理
さ
せ
る
と
偽
装
請
負
に

な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
ま
で
町

は
、議
員
や
、保
護
者
へ
、

こ
れ
ま
で
通
り
に
食
材
を

町
が
購
入
す
る
の
で
安
心

で
き
る
と
説
明
し
て
き
ま

し
た
が
、何
を
根
拠
に
偽

装
請
負
で
な
い
と
言
う
の

で
す
か
。

平
成
24
年

1
月
に
内

閣
府
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

手
引
き
に
も
と
づ
い
て
説

明
し
て
い
ま
す
が
、こ
の

な
か
に
、町
が
食
材
を
購

入
し
て
、調
理
業
務
を
委

託
す
る
こ
と
が
、偽
装
請

負
で
あ
る
と
い
う
文
面
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

学
校
給
食
検
討

委
員
会
の
報
告

は
教
育
委
員
会
へ
ど
の
よ

う
に
説
明
し
た
の
か

給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
か
ら
報

告
書
を
読
み
あ
げ
ま
し
た

が
、教
育
委
員
会
と
し
て

は
、ご
意
見
を
非
常
に
重

く
受
け
と
め
、特
段
の
他

の
意
見
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

田
川

田
川

田川　正治 議員

教
育
次
長

教
育
長

教
育
長

○�

田
川
議
員　

雇
用

守
る
公
共
工
事
の

公
契
約
条
例
制
定

を

その他の質問

糟
屋
地
区
に

小
学
校
が
33

校
、中
学
校
は
16
校
あ
り
、

粕
屋
町
以
外
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
民

間
委
託
で
す
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
低
い
価

格
で
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
と
い
う
の
が

特
徴
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

今
か
ら
伸
び
て
い
く
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
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土
地
開
発
公
社

に
関
す
る
総
務

省
の
通
達
文
書
で
は
、地

方
公
共
団
体
の
長
は
、議

会
と
住
民
に
対
し
、現
状

に
至
っ
た
経
緯
と
責
任
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
、と
明
記
さ
れ
て
い
る

が
。

ご
指
摘
の
と
お

り
で
す
。

住
民
へ
の
説
明

は
。

町
の
広
報
11
月

号
に
掲
載
し
ま

し
た
。

町
の
広
報
に

は
、『
土
地
開
発

公
社
補
助
金
』と
一
行
書

か
れ
て
い
た
が
、そ
れ
が

説
明
で
す
か
。

公
社
の
件
に
関

し
て
は
、
私
に

対
し
、
町
民
か
ら
質
問
等

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

公
社
の
理
事
長

の
副
町
長
に
伺

い
ま
す
。

　

11
月
８
日
に
議
会
報
告

会
を
開
催
し
、町
民
よ
り
、

公
社
に
関
す
る
質
問
が
あ

り
ま
し
た
が
、質
問
の
内

容
は
。

負
債
を
抱
え
た

公
社
の
責
任
を

明
確
に
し
な
さ
い
、と
い

う
質
問
で
し
た
。

先
ほ
ど
、町
長

は
、町
民
の
声

が
届
い
て
い
な
い
、と
い

福永　善之 議員

土
地
開
発
公
社
の
検
討
委
員
会
の
設
置
は

因
・
町
長
／
次
回
に
は
報
告
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

福
永

町
長

町
長

町
長

う
こ
と
で
し
た
が
、執
行

部
の
立
場
と
し
て
、町
民

の
意
見
を
町
長
に
お
伝
え

し
て
い
な
い
の
で
す
か
。

議
会
報
告
会
の

内
容
は
、伝
え

て
お
り
ま
す
。

　

町
長
が
申
し
上
げ
て
い

る
の
は
、町
長
の
方
に
直

接
に
意
見
は
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、詭
弁

で
す
よ
。

　

町
長
の
補
佐
役
で
あ
る

副
町
長
か
ら
、間
接
的
に

公
社
の
件
は
聞
か
れ
ま
し

た
か
。

聞
い
て
お
り
ま

す
。

　

公
社
の
件
に
関
し
、私

は
、議
員
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
も
同

じ
よ
う
に
知
ら
せ
な
け
れ

ば
、と
い
う
考
え
で
す
か
。

総
務
省
の
通
達

文
書
に
は
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

　

土
地
開
発
公
社
の
経
営

に
関
し
、現
状
に
至
っ
た

経
緯
と
責
任
に
つ
い
て
、

説
明
し
な
さ
い
と
。

清
算
を
し
て
い

る
の
は
粕
屋
町

だ
け
で
は
な
く
、近
隣
町

に
も
例
が
あ
り
ま
す
。　

　

清
算
す
る
前
に

公
社
に
利
害
関

係
の
な
い
第
三
者
の
経
営

検
討
委
員
会
で
検
討
す
る

こ
と
。

　

そ
れ
が
説
明
責
任
で

は
。

福
永

福
永

福
永

福
永

福
永

福
永

福
永

副
町
長

副
町
長

町
長

町
長

経
営
検
討
委
員

会
は
設
置
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

設
置
を
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、近
隣
自

治
体
の
調
査
を
し
た
い
、

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
長

用地

購 入 日 平成 7 年 8 月 30 日

名 称 スポーツ広場

面 積 28,575.62㎡

（１）購入価格 1,950,000,000 円

（２）売却原価 2,059,651,218 円

【（２）＝（１）＋金利・公社維持費、等】

（３）売却合計 1,206,365,629 円

（４）赤字　 853,285,589 円

【（４）＝（２）－（３）】

公社が購入した土地の完全売却までの収支結果

16
粕屋町議会だより№131

2013.12月議会号

一

般

質

問



給
食
セ
ン
タ
ー

建
て
替
え
に
つ

い
て
は
、
準
備
室
長
は
全

く
の
素
人
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託

会
社
の
資
料
だ
け
で
判
断

し
て
、
他
の
民
間
委
託
に

つ
い
て
は
全
然
検
討
さ
れ

て
い
な
い
。

　

な
ぜ
な
ら
職
員
配
置
の

問
題
で
全
く
の
素
人
を
給

食
業
務
に
選
任
す
る
の
は

間
違
い
で
あ
る
。

　

職
員
配
置
に
問
題
あ

り
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

務
の
見
積
金
額
に
つ
い

て
も
、
従
来
型
方
式
で

71
億
５
千
万
円
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
で
63
億
７
千
万
円

で
、
今
ま
で
は
５
億
８
千

万
円
安
く
な
る
と
言
っ
て

お
り
ま
す
が
、
私
の
一
般

質
問
の
中
で
教
育
長
は
高

く
つ
く
と
答
弁
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
は
５
億
８
千

万
円
安
く
つ
き
ま
す
と
言

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
う

そ
を
つ
い
て
お
り
ま
し

た
。

　

私
が
施
設
整
備
費
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
町
が
建
設
し

た
、
粕
屋
町
舎
坪
当
り

72
万
円
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

坪
当
り
80
万
円
、
サ
ン

レ
イ
ク
坪
当
り
78
万
円
、

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー

74
万
円
で
あ
り
、
今
度
計

画
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

12
億
２
千
万
円
で
坪
当
り

１
２
０
万
円
と
な
り
、
坪

当
り
80
万
と
し
て
も
千
坪

で
す
か
ら
、８
億
と
な
り
、

４
億
２
千
万
円
高
く
つ
く

事
に
な
り
ま
す
。

　

施
設
整
備
だ
け
で
す
か

ら
全
体
に
し
ま
す
と
、
ま

給食センター建替え見直し
大塚・教育長／高いとは思いますが最高のものを

太
田太田　健策 議員

学校給食センター

だ
高
く
つ
く
は
ず
で
す
。

　

町
民
の
税
金
か
ら
15
年

間
の
計
画
で
毎
年
４
億
円

支
払
う
事
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
が
ピ
ー
ク
で

あ
と
は
子
供
は
減
少
し
ま

す
。

　

そ
の
場
合
の
運
営
も
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

町
は
今
ま
で
に
出
た
問

題
を
明
ら
か
に
説
明
責
任

を
は
た
し
て
、
計
画
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

建
物
は
町
営
で

や
る
と
、
そ
し

て
調
理
、
運
搬
と
か
そ
の

他
の
ほ
う
を
民
間
委
託
す

る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま

す
が
、
建
物
は
建
て
た
け

れ
ど
も
機
材
が
入
ら
な
い

と
か
い
う
問
題
や
、
調
理

員
の
動
く
動
線
と
言
い
ま

す
か
、
効
率
が
悪
い
と
い

う
よ
う
な
問
題
が
出
て
き

ま
す
。

　

こ
れ
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
一
体

的
に
連
携
し
て
計
画
す
る

わ
け
で
す
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で

教
育
長

進
め
て
い
る
と
言
う
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
に
は
最
高
の

も
の
を
準
備
し
た
い
な
と

言
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し

て
、
高
い
と
は
思
い
ま
す

が
最
高
の
も
の
を
準
備
し

た
い
と
い
う
事
で
考
え
て

お
り
ま
す
。
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慢
性
胃
炎
の
ピ
ロ
リ
菌

除
菌
も
保
険
適
用
と
な

り
、除
菌
前
に
内
視
鏡
検

査
が
義
務
づ
け
ら
れ
、早

期
胃
が
ん
の
発
見
も
ふ
え

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

　

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
の

導
入
は
。

は
、バ
リ
ウ
ム
検
診
は
受

診
率
が
低
い
上
に
、早
期

胃
が
ん
の
診
断
能
力
は
低

い
。

　

ま
た
、30
～
40
代
ま
で

に
ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
し
て

お
け
ば
、胃
が
ん
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
予
防
で
き
る
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
こ
の
50

年
間
、胃
が
ん

に
よ
る
死
亡
者
数
は
５
万

人
か
ら
減
っ
て
お
ら
ず
、

胃
が
ん
の
95
％
以
上
が
ピ

ロ
リ
菌
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
も
判
明
。

　

粕
屋
町
の
胃
が
ん
検
診

の
状
況
は
。

　

集
団
検
診
と
個
別
の
検

診
で
、対
象
者
は
40
歳
以

上
の
方
で
す
。

　

バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
い

た
だ
く
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

で
、受
診
率
は
20
・
３
％

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ

ー
・
ピ
ロ
リ
菌

研
究
の
第
一
人
者
、北
海

道
大
学
の
浅
香
特
任
教
授

木村　優子 議員

木
村

ピ
ロ
リ
菌
の
早
期
発
見
、
除
菌
で
胃
が
ん
撲
滅
を

因
・
町
長
／
今
後
の
検
討
課
題
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

木
村

　

受
け
入
れ
の
医
療
機
関

の
整
備
が
必
要
不
可
欠

で
、職
員
の
受
け
入
れ
体

制
の
強
化
等
も
必
要
に
な

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

岡
山
県
の
真
庭

市
で
、中
学
生

に
無
料
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査

を
実
施
。

　

粕
屋
町
も
導
入
と
補
助

を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
。

　

若
年
層
に
な
り
ま
す

と
、陽
性
者
の
保
護
者
へ

水
上
・
住
民
福
祉
部
長

木
村

住
民
福
祉
部
長

住
民
福
祉
部
長

の
結
果
説
明
、除
菌
等
の

確
認
、除
菌
後
の
追
跡
管

理
が
必
要
、財
政
面
、人
的

補
強
等
が
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
、胃
が

ん
リ
ス
ク
検
診
の
指
針
見

直
し
を
検
討
さ
れ
て
お

り
、国
の
動
向
に
注
視
し

調
査
研
究
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
後
の
検
討
課

題
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

町
長

【
ピ
ロ
リ
菌
と
は
】

　
１
９
８
０
年
代
に
発

見
さ
れ
た
細
菌
で
、
胃

潰
瘍
や
胃
が
ん
の
原
因

に
な
る
と
さ
れ
る
。

　
ら
せ
ん
状
の
べ
ん
毛

を
動
か
し
て
移
動
し
、

胃
粘
膜
の
下
層
に
潜
り

込
む
。

　
体
内
の
酵
素
で
作
っ

た
ア
ン
モ
ニ
ア
で
自
分

の
周
り
を
覆
い
、
胃
酸

を
中
和
す
る
こ
と
で
強

酸
性
の
胃
の
中
で
生
息

し
続
け
る
。

　
胃
酸
の
分
泌
が
十
分

で
は
な
い
乳
幼
児
期
に

感
染
し
や
す
く
、
汚
染

さ
れ
た
水
が
原
因
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。

18
粕屋町議会だより№131

2013.12月議会号

一

般

質

問



Ｐ
Ｆ
Ｉ
調
査
に

関
す
る
概
要
版

の
詳
細
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
特

別
目
的
会
社
）
の
債
務
保

証
に
粕
屋
町
は
連
帯
保
証

に
な
る
の
か
。債

務
保
証
は

金
融
機
関

と
の
契
約
し
か
し
ま
せ
ん

し
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
の
債
務
保

証
は
し
ま
せ
ん
。

　

町
と
金
融
機
関
は
、
別

個
契
約
を
結
ぶ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
Ｓ

Ｐ
Ｃ
と
本
町
は
、
連
帯
保

証
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。

PFI導入調査概要版の詳細について
関・教育次長／最小限の経費で最大の効果を

建
設
予
定
地
は

多
々
良
川
水
域

で
一
番
危
険
度
の
高
い
３

か
ら
４
の
ラ
ン
ク
で
す
が

ど
う
思
う
か
。浸

水
の
心
配

は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

江
辻
・
広
田
地

内
は
福
岡
県
は

１
ｍ
〜
３
ｍ
の
浸
水
の
想

定
を
し
て
い
ま
す
。

　

何
十
億
円
も
の
金
を
か

け
る
施
設
に
堤
防
決
壊
に

よ
っ
て
施
設
が
破
壊
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
が
。

災
害
の
場
合

の
対
策
で
す

が
、
都
市
政
策
課
と
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

現
在
、
給
食
は

４
２
０
０
食

を
供
給
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
オ
ー
プ
ン
当
初
は

５
１
０
０
食
を
想
定
さ
れ

て
お
り
、
７
０
０
０
食
対

応
の
供
給
能
力
が
な
ぜ
必

要
な
の
か
。

平
成
36
年
度

が
職
員
を
含

め
ま
し
て
約
６
４
０
０
食

に
な
る
と
い
う
推
計
値
が

出
ま
し
た
の
で
７
０
０
０

食
対
応
を
決
定
し
ま
し

た
。

町
か
ら
の
地
域

別
将
来
推
計

表
で
は
平
成
35
年
に
は

５
万
３
０
０
０
人
と
な
る

推
計
で
す
。

　

比
率
で
算
出
し
ま
す
と

10
年
後
で
も
５
１
０
０
食

に
満
た
な
い
無
駄
で
は
な

い
か
。

　

当
面
は
最
小
限
に
と
ど

め
、
将
来
増
築
・
増
設
が

可
能
な
設
計
を
す
る
こ
と

が
、
財
政
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
の
で
は
。

八
尋

八
尋

八尋　源治 議員

多々良川そばにある学校給食センター

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

農
工
業
の
未
来
を
見

据
え
て
の
施
策
は

その他の質問

八
尋

八
尋

八
尋

コ
ー
ホ
ー
ト

要
因
法
を
用

い
て
住
民
票
を
年
度
別
に

移
動
し
た
も
の
を
、
合
計

特
殊
出
生
率
と
い
い
ま
し

て
、
出
産
可
能
年
齢
対
象

の
女
性
の
数
に
出
生
率
を

掛
け
て
出
生
数
を
出
し
、

そ
の
両
方
を
足
し
た
も
の

が
町
の
推
計
す
る
数
値
で

す
。

必
要
以
上
の
施

設
が
何
故
必
要

な
の
か
、
既
存
の
町
の
施

設
を
運
用
し
な
い
の
か
。

　

各
家
庭
に
向
け
た
食
育

の
重
要
性
を
啓
発
す
る
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
を
提
案
し

ま
す
。

八
尋
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平
成
27
年
の

20
億
円
を
平
成

43
年
に
数
値
移
動
し
ま
す

（
表

−

２
）。

　
（
表

−

１
）（
表

−

２
）の

支
払
い
方
法
で
年
の
返
却

額
の
前
年
度
分
を
減
ら

し
、後
年
度
分
を
増
や
せ

ば
Ｖ
Ｆ
Ｍ
は
減
額
で
き

る
。

　

こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
Ｖ
Ｆ
Ｍ

を
算
出
す
る
式
は
そ
う
い

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。

　

支
払
い
方
法
を
替
え
る

だ
け
で
Ｖ
Ｆ
Ｍ
は
＋
に
な

っ
た
り
−
に
な
っ
た
り
す

る
。

　

Ｖ
Ｆ
Ｍ
の
式
は
便
法
で

は
な
い
か
。

こ
の
資
料

は
導
入
可

能
性
調
査
の
資
料
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
は
、出
次
第
、

議
員
の
皆
様
、町
民
の
皆

様
に
公
表
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
、ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
一
つ
一
つ
今
検

証
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

川口　晃 議員

川
口

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
の
建
替
え
に
は
大
き
な
疑
問

関
・
教
育
委
員
会
次
長
／
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
の
結
果
は
町
民
に
公
表

柚
須
文
化
セ
ン

タ
ー
は
年
間
利

用
者
が
２
万
５
０
０
０
人
。

　

柚
須
区
の
総
会
は

１
５
０
名
の
代
議
員
で
溢

れ
、敬
老
会
は
第
２
会
場

を
設
営
。

　

大
会
議
室
の
拡
張
を
。

そ
の
拡
張
を
と

い
う
要
望
等
、い

ろ
ん
な
事
に
つ
い
て
地
元

並
び
に
館
長
を
含
め
た
と

こ
ろ
で
要
望
が
出
て
お
り

ま
す
。

　

十
分
に
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

柚
須
文
化
セ
ン

タ
ー
・
上
大
隈
公

民
会
館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

及
び
自
動
ド
ア
設
置
、ト
イ

レ
の
改
修
を
要
望
し
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

も
含
め
た
い
ろ

ん
な
場
所
の
部
分
の
改
修

の
要
望
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
き
ま

す
。

柚須文化センター・上大隈公民会館の改修
因・町長／十分に検討してまいりたい

川
口

川
口

町
長

教
育
次
長

年度 Ｈ27 Ｈ43 Ｈ27 ～Ｈ43の支払総額

総額 2099 25 Ａ+2124

1.88% 2060 Ａ 18 Ａ+2078

2.10% 2056 18 Ａ+2074

1.57% 2067 19 Ａ+2086

年度 Ｈ27 Ｈ43 Ｈ27 ～Ｈ43の支払総額

総額 99 2025 Ａ+2124

1.88% 97 Ａ 1476 Ａ+1573

2.10% 97 1422 Ａ+1519

1.57% 97 1553 Ａ+1650

（表－1）と（表－2）の場合の支払総額（現在価値化の合計額）の差額
金利　1.88％の場合	 2078-1573＝505　     （5億500万円）
金利　2.10％の場合	 2074-1519＝555     　（5億5500万円）
金利　1.57％の場合	 2086-1650＝436     　（4億3600万円）
VFM（Value For Money）＝従来型の見込額の現在価値−PFI事業の見込額の現在価値
現在価値＝その年の支払額／（１＋金利）x　…Xは支払年数（何年目か）

給食センタ－を公設・公営で建替え運営時の町の支払金額の現在価値化額の試算
（単位は100万円）

（単位は100万円）

 （表－1）　平成27年に20億円を支払うように仮定した場合の支払総額

（表－2）　平成43年に20億円を支払うように仮定した場合の支払総額

町
長

○�

川
口
議
員　

小
・

中
学
校
の
ト
イ
レ

の
改
修
は
心
を
込

め
て

その他の質問

育成会のもちつきを行っている柚須文化センター
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粕
屋
町
は
昭
和

42
年
9
月
16
日

福
岡
市
都
市
計
画
区
域
に

編
入
し
た
。

　

40
数
年
た
っ
た
今
で
も

当
時
の
用
途
地
域
や
建
物

の
容
積
な
ど
、何
も
変
わ

ら
ず
、現
在
の
粕
屋
町
は

全
国
的
に
め
ず
ら
し
く
、

博
多
駅
か
ら
10
分
余
り
、

面
積
約
14
㎢
の
中
に
Ｊ
Ｒ

の
駅
が
6
か
所
、空
港
に

も
10
分
余
り
と
日
本
一
ぐ

ら
い
地
の
り
が
良
い
。

　

そ
し
て
、全
国
一
の
出

生
率
も
ほ
こ
る
。

　

こ
ん
な
町
な
の
に
昔
の

ま
ま
の
町
づ
く
り
で
何
も

考
え
な
い
の
は
行
政
の
責

任
で
あ
る
。

用途地域の変更と建ペイ率の緩和を
野中・都市政策部長／町と県の協議が必要

　

保
育
園
等
に
も
大
金
が

か
か
っ
て
い
る
。

　

子
供
が
家
に
帰
る
と
誰

か
い
る
家
。

　

2
〜
3
世
帯
の
家
づ
く

り
が
必
要
だ
。

　

道
一
本
ち
が
う
と
、建

物
の
容
積
が
2
〜
3
倍
違

い
、格
差
が
あ
り
差
別
だ
。

　

容
積
の
緩
和
を
。

　

建
ペ
イ
率
、容
積
率
に

つ
い
て
は
基
本
的
に
町
で

決
め
、そ
し
て
県
が
決
定

し
ま
す
。

　

今
後
は
県
の
都
市
計
画

久
我久我　純治 議員

町
長

野
中
・
都
市
政
策
部
長

　

扇
橋
か
ら
広
田
に
ぬ
け

る
25
ｍ
道
路
が
平
成
31
年

に
完
成
予
定
だ
が
、行
政

と
し
て
一
旦
決
め
て
も
取

り
下
げ
る
勇
気
や
変
え
る

決
断
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

２
４
０
０
ｍ
で

昭
和
21
年
に
25

ｍ
道
路
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
に
計
画
さ
れ

た
が
、工
事
費
は
い
く
ら

か
か
る
か
分
か
ら
な
い
。

　

ま
た
、町
単
独
で
出
来

ず
、県
と
話
し
合
い
た
い
。

　

必
要
だ
か
ら
い
つ
に
な

る
か
分
か
ら
な
い
が
、道

は
造
り
ま
す
。

　

地
権
者
に
も
そ
の
む
ね

言
っ
て
下
さ
い
。

都
市
計
画
道
路

旧
２
０
１
号
線

原
町
バ
イ
パ
ス
は
戦
後

の
計
画
で
あ
っ
て
、現
在
、

国
道
２
０
１
号
も
県
道

６
０
７
号
線
に
変
わ
り
、

当
時
の
25
ｍ
計
画
道
路
用

地
と
し
て
規
制
を
か
け
た

ま
ま
で
あ
る
。

　

県
が
言
う
に
は
、こ
の

計
画
道
路
は
、鉄
道
を
2

か
所
横
断
し
、公
園
を
通

り
、民
家
の
た
ち
こ
ん
だ

所
で
工
事
費
だ
け
で
も
莫

大
に
な
り
、造
る
の
も
難

し
く
出
来
な
い
で
し
ょ
う

と
の
事
で
あ
る
。

久
我

原
町
バ
イ
パ
ス
ま
だ
規
制
を
か
け
る
の
か

因
・
町
長
／
必
要
な
道
、
い
つ
か
分
か
ら
ぬ
が
造
り
ま
す

同じ広さの土地でも建ぺい率でこんなに
大きさがちがいます（建物の大きさ）

60
——
40

80
——
50

200
——
80

300
——
80

↑

高さ
10ｍ

↓

課
長
も
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

町
の
都
市
計
画
審
議
会

で
、町
と
県
が
一
緒
に
な

っ
て
今
後
の
協
議
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

都市計画総括図
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小池　弘基 議員

粕
屋
町
の
都
市

計
画
道
路
は
、

未
着
工
分
を
含
め
現
在

残
っ
て
い
る
工
事
区
間
は

い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
た
、
計
画
決
定
し
て

か
ら
何
年
経
過
し
て
い
ま

す
か
。

　

今
後
計
画
の
見
直
し
は

あ
り
ま
す
か
。

粕
屋
町
は
未
だ

に
53
％
ほ
ど
の

調
整
区
域
が
あ
り
ま
す
が
、

見
直
し
の
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

調
整
区
域
を
市

街
化
区
域
に
編

６
３
０
メ
ー
ト
ル
で
、
こ

の
う
ち
に
工
事
完
了
の
延

長
は
40
％
の
１
万
２
２
６
７

メ
ー
ト
ル
で
現
在
事
業
中

が
５
４
９
８
メ
ー
ト
ル
の

整
備
率
58
％
で
す
。

　

ま
た
、
見
直
し
に
つ
い

て
は
よ
ほ
ど
の
理
由
が
無

い
こ
と
に
は
、
大
変
課
題

が
多
い
で
す
。

　

14
路
線
の
都
市
計
画
道

路
の
決
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

多
く
は
昭
和
40
年
か
ら

47
年
か
け
て
決
定
し
て
お

り
約
40
年
余
り
が
経
過
し

て
い
ま
す
。

　

計
画
総
延
長
は
３
万

入
す
る
に
は
、
土
地
区
画

整
理
組
合
な
ど
に
よ
る
手

法
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

農
振
農
用
地
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
だ
め
だ
と
思
い
ま

す
が
全
体
的
な
見
直
し
の

時
期
に
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

小
池

小
池

粕
屋
町
計
画
道
路
の
見
通
し
は

粕
屋
町
調
整
区
域
の
見
直
し
は

因
・
町
長
／
計
画
変
更
は
大
変
難
し
い

因
・
町
長
／
所
管
す
る
課
を
設
け
た
い

10
月
25
日
に
ス

ラ
イ
サ
ー
の
刃

こ
ぼ
れ
に
よ
る
異
物
混
入

事
故
が
有
り
ま
し
た
が
、

報
告
が
11
月
11
日
と
遅
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
理
由

は
何
で
す
か
。

保
護
者
の
方
に

知
ら
せ
る
こ
と

を
重
点
に
し
て
お
り
、
議

員
の
方
へ
の
報
告
が
お
く

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

10
月
30
日
も
異

物
混
入
事
故
が

あ
り
ま
し
た
が
、
11
月
11

日
の
報
告
に
は
無
く
、
11

月
15
日
に
報
告
書
が
で
て

来
ま
し
た
が
、
な
ぜ
11
日

の
報
告
に
も
れ
て
い
た
の

で
す
か
。

２
件
続
い
た
こ

と
で
遅
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
11
月
２
、３
、４
日

が
文
化
祭
で
、
連
休
明
け

は
、
教
育
委
員
会
の
研
修
会

で
２
日
と
も
留
守
で
し
た
の

で
、
ま
こ
と
に
申
し
訳
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
に
対
す
る

危
機
管
理
の
な

さ
を
私
は
感
じ
ま
す
。

　

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
有
る
の
で
す
か
。

学
校
教
育
、
教

育
委
員
会
で
は
、

児
童
・
生
徒
を
４
０
０
０

人
ほ
ど
預
か
っ
て
お
り
ま

す
が
、
健
康
、
安
全
、
安

全
管
理
、
が
基
本
で
す
。

　

今
後
も
健
康
、
安
全
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

学校給食調理場の安全対策は
大塚・教育長／私の危機管理が若干甘かった

小
池

野
中
・
都
市
政
策
部
長

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

小
池

小
池

内橋地区にある調整区域
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財
務
４
表
「
財

政
状
況
の
見
え

る
化
」で
何
が
分
か
っ
て

く
る
の
か
。町

民
の
方
々
に

対
し
て
、町
民
１

人
当
た
り
の
資
産
や
負
債

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

財
政
の
状
況
が
分
か
り
ま

す
。

男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
が

施
行
さ
れ
て
14
年
が
た
つ

が
い
ま
だ
具
体
的
な
行
動

計
画
が
な
い
が
。

26
年
度
中
に
、女

性
の
参
画
を
得

て
行
動
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

行
政
職
員
の
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足

だ
。

　

人
口
の
増
加
、社
会
保

障
の
増
大
で
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
ど
の
よ
う
に
賄
お
う

と
し
て
い
る
の
か
。

適
正
な
職
員
数

の
中
で
町
民
が

行
政
に
参
画
し
て
負
担
を

減
ら
し
、み
ん
な
で
町
を

つ
く
り
上
げ
る
よ
う
な
方

策
を
考
え
ま
す
。

国
は
後
期
高
齢

者
（
75
歳
以
上
）

の
増
加
に
対
し
て
医
療
介

護
の
地
域
支
援
対
策
を
打

ち
出
し
た
が
。

　

要
介
護
者
数
の
増
加
、

認
知
症
高
齢
者
数
の
増
加

等
に
対
す
る
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
国
の
動
向
を
見
な

が
ら
高
齢
者
の
状
況
や
課

題
を
把
握
し
、介
護
予
防

事
業
の
充
実
や
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

子
育
て
支
援
策

の
今
後
の
取
り

組
み
は
。再

来
年
開
園
予

定
の
新
保
育
所

（
定
員
１
２
０
名
）と
、は

こ
ぶ
ね
幼
稚
園
が
80
人
収

容
の
保
育
園
を
27
年
４
月

に
開
園
し
ま
す
。

　

ま
た
新
た
に
子
育
て
の

相
談
な
ど
、様
々
な
こ
と

が
で
き
る
児
童
施
設
を
考

え
て
い
ま
す
。

因町長体制のまちづくりは
因・町長／市を見据えた基盤づくりを

山
𦚰

基
礎
自
治
体
と

し
て
の
人
口
の

規
模
に
つ
い
て
近
隣
町
と

の
合
併
も
視
野
に
考
え
を

示
さ
な
け
れ
ば
、発
展
し

た
ま
ち
づ
く
り
は
見
込
め

な
い
の
で
は
。

足
腰
を
強
く
す

る
た
め
人
材
も

含
め
、財
源
も
含
め
、整
備

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

合
併
が
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山𦚰　秀隆 議員

上空から見た粕屋町

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

水
上
・
住
民
福
祉
部
長
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次
回
の
定
例
会

２
月
28
日（
金
）開
催
予
定

一
般
質
問
⇨
３
月
３
日（
月
）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
〜

野菜づくりプロジェクト
町のキラッとさん

粕
屋
西
小
学
校  

４
年
生
の
取
り
組
み

　
４
年
生
に
な
っ
て
最
初
の
授
業
参
観
。

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
北
大
震
災
。

　
被
災
地
、
ま
た
、
被
災
し
た
子
供
た
ち
を

映
像
や
写
真
で
見
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
…

『
自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
、何
だ
ろ
う
か
』

…
子
供
た
ち
は
考
え
に
考
え
た
。

　『
そ
う
だ
！
』自
分
た
ち
で
作
っ
た
野
菜
を

送
る
こ
と
で
、
被
災
地
の
こ
と
を
見
捨
て
て

い
な
い
ん
だ
、
心
配
し
て
い
る
ん
だ
、
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ろ
う
…

　
そ
し
て
、
自
分
た
ち
と
同
じ
世
代
の
子
供

た
ち
を
元
気
づ
け
よ
う
、、、。

　
子
供
た
ち
は
、
活
動
を
始
め
る
前
は
、
被

災
地
を「
可
哀
そ
う
だ
」、
と
感
じ
て
は
い
た

が
、実
際
の
行
動
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ

た
。

　
し
か
し
、
自
分
た
ち
で
育
て
収
穫
し
た
も

の
が
被
災
地
に
届
け
ら
れ
、そ
れ
を
受
け
取
っ

た
人
達
か
ら
お
礼
の
手
紙
が
届
い
た
こ
と
を

受
け
、　
①
小
さ
い
活
動
な
が
ら
も
被
災
地
と

つ
な
が
り
が
で
き
た
　
②
行
動
を
起
こ
す
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
、、、、
と
い
う
達
成
感

を
感
じ
と
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
元
気
を
届
け
る
】は
、
ま
だ
ま
だ
続
く
…

かすやファミリーフェスタ“絆”

西
小
４
年
生
の
野
菜

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
詳
し
く
紹
介
！

●
日
時

　
３
月
９
日（
日
）

　
正
午
～
（
予
定
）

●
場
所

　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

発行責任者　　進　藤　啓　一

議
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広
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会

正 小　池　弘　基

副 木　村　優　子

委
員

福　永　善　之

太　田　健　策

安河内　勇　臣

川　口　　　晃

ニコッ！

達成感

野菜づくりっ
て大変なんだ
なー！
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